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本大学における島嶼看護の取組

入学定員：前期6名、後期2名

入学定員：80名
（内、地域推薦による離島過疎看護に興味のある者の受け入れ）

入学定員
20名
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島嶼看護教育の充実に向けて
の改革課題

島嶼での看護リーダー(高度実践指導者）育成

島嶼看護教育(学部・大学院)の基盤整備

島嶼現地での教育研究指導の必要性

国際的視野と多職種連携能力の育成

島嶼看護学の確立(国際交流による検証含む）



4

支援期間終了後の自主的・恒常的な
展開の方略

島嶼看護学領域の常設化と入学定員増

島嶼看護学の高度実践指導者育成の継続と拡大

アジア太平洋地域との交流継続

現地指導
教員の確保

国際的学術
交流の確立

大学教員の
指導力向上

教員の昇任 特任教授 臨床教授
海外研修の強化 島嶼の教育環境の強化
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大学院教育実質化のための取組

教育目標達成のための科目設置
コア科目、課題研究(実践研究）

計画的履修と自立的学習支援
履修指導・研究指導概要の提示、学習・指導進捗状況報告書の提出、共

同カンファレンスの開催

確実な研究指導・論文作成
補助教員の配置と複数指導体制、論文審査の要点の提示(便覧）

教員FD
国内外大学院教員と看護教育課程ならびに高度ケア技術教育方法の意見

情報交換、ハワイ大学における短期研修(教授法、遠隔教育等）

修学上の院生支援
TA・RAの導入
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プログラムの目的・特徴

島嶼看護の高度な実践ならびに実践的教育

研究指導ができる看護指導者の養成

島嶼住民の生活文化に根ざした看護を実現

できる高度な島嶼看護専門能力の育成

宮古島を拠点にした島嶼看護学の現地での

教育研究指導
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地域文化看護論（コア科目）

論文発表
論文審査

島嶼保健看護特論Ⅰ

ＴＡ

島嶼保健看護特別研究Ⅱ

〈島嶼：宮古島〉

島嶼保健看護特論Ⅱ
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島嶼現地指導と遠隔指導の融合型教育

島嶼保健看護実習

島嶼保健看護演習

島嶼保健看護特論Ⅰ

多職種地域連携論（選択科目）

＊ は新設科目

島嶼保健看護課題研究

論文発表
論文審査

入学者受け入れ：島嶼看護に関心を持つ者、宮古在住者に限定しない
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島嶼看護の新設科目
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島嶼現地における履修プロセス

学生

現地指導者教員

共同指導体制
グループワークに

よるプロジェクト型
演習・研究

島嶼地区特有の健康問題の把握

研究計画書作成

倫理審査委員会による審査

現地共同プロジェクト研究、調査研究

講義ならびに現地・遠隔ゼミ

課題研究・特別研究論文審査

研究成果の公表、地域への還元
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修了後に期待される人材像

大学院博士前期課程：実践指導・調整能力

保健所・市町村の保健看護分野の責任者

病院の副院長、訪問看護ステーションの所長
保健医療福祉領域におけるケアコーディネーター、ケア開発者

学部・大学院研究科の現地実習指導者
大学院ならびに教員との共同研究者

大学院博士後期課程：実践教育指導・研究能力
島嶼保健看護学の教育研究指導にあたる大学教員

実践的教育研究指導にあたる臨床指導教授等
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プログラムの支援体制

遠隔システムの充実(テレビ会議など）

現地の講義室、ミニ図書館の確保

現地指導者の選定、教育指導調整会議、FD教育

演習・実習のための講師または助教１名の確保

研究科教務委員会による指導体制

プログラムの適正運営に関する評価
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期待される成果

島嶼看護の高度実践指導者が育成される

離島地区での保健医療福祉が活性化される

島嶼看護学が確立される
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大学院教育改革支援プログラム「島嶼看護の
高度実践指導者の育成」採択理由

1）FDの実施体制、特に県内看護職のリーダーと共に看護
学教育に関する学習を行なう「ナーシングリーダーシッ
プ会議」は優れた取り組み。

2）夜間・休日の集中講義体制を採用し学生に対する修学上
の配慮がなされている。

3）「島嶼の看護活動と多職種連携活動を担う高度実践者、
実践的教育研究指導者」の育成という目的は大学の使命
に沿う。

4）すでに島嶼地域で活躍している看護職との連携が図られ
ており、当該地域の固有な現場の問題を多職種と協働で
解決するアクションリサーチを主とした課題研究の取り
組みの実現性と実効性が期待できる。
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島嶼看護に特化したFDの実施

１．島嶼の暮らしと看護活動：石垣和子
２．ﾘﾓｰﾄｴﾘｱ（遠隔地）における地域保健活動

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽの視点から：大西真由美
３．島嶼看護～特に島嶼看護教育について：

植田悠紀子
４．「島嶼看護」への期待～ｺﾐｭﾆﾃｨﾍﾙｽの

視点から：佐々木雄司
５．ｶｳｱｲ島における保健看護事情とﾅｰｽﾌﾟﾗｸﾃｨｼｮﾅｰ
の活動及び遠隔教育について：Charlene Ono
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佐々木先生
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Ono先生
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太平洋島嶼国の看護教育及び
医療施設の視察

目的：太平洋島嶼国の看護教育・
医療事情を視察し、島嶼看護
のあり方を考察する。

視察場所：

1）グアム

・グアム大学看護学部

・Central Public Health & 
Social Services

・Guam Memorial Hospital

2）サイパン

・Commonwealth Health 
Center

3)テニアン

・Tinian Health Center

結果：

・グアム大学看護学部卒業
性は全米看護連盟認定の
国家試験資栺有り

・Health Centerでは診療
が行なわれ、看護師が主
体となって働いている

・生活の欧米化により生活
習慣病が多い。予防活動
が必要。

・島によっては結核等の感
染症が多発。薬剤耐性菌
もあり、早急な対応が必
要。
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グアム・サイパン・テニアンの視察風景

グアム大学看護学部 Central Public Health & Social Servicesにて

サイパンのHealth CenterにてGPの説明 テニアンのHealth CenterにてGPの説明
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台湾視察

目的：台北医学大学看護研究
科及び付属病院を視察し、
大学院GPにおける大学院生
実習地としての可能性の検
討をする。

視察場所：
1）台北医学大学看護学部研
究科
2）付属病院2カ所

結果：
1）看護学部研究科・教員
1人当り英文の研究論文
4.8件/年
・多数の公的研究費の獲得
・多くの大学院生は、研究
補助金でRAを行なってい
る。
2）付属病院
・高度医療の提供
・Shuangho Hospitalは
離島の救急医療を担当

+テレビ会議システムの
活用

+ヘリによる救急搬送
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台北医学大学看護学部研究科、台北医科
大学付属病院の視察風景

研究科の教員にGPの説明 ハイテク管理
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カリキュラムの検討及び実施

１．博士前期課程

• 島嶼保健看護特論

• 島嶼保健看護演習

• 島嶼保健看護実習

• 島嶼保健看護課題研究

• 地域文化看護論

• 他職種連携論Ⅰ

２．博士後期課程

• 島嶼保健看護特論Ⅱ

• 島嶼保健看護特別研究

• 国際島嶼看護論
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沖縄県立看護大学大学院履修規程
（2009 院生便覧 p104)

第2条 授業科目の種類、配当年次、単位数
及び必修・選択の別等は、別表1及び別表
2のとおりとする。

２．前項の規定にかかわらず、島嶼保健看護
領域については、授業科目の種類、配当年
次、単位数及び必修・選択の別等は、別表
3及び別表4のとおりとする。
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島嶼看護講義風景

（保健看護と研究Ⅰ）

（島嶼保健看護特論Ⅰ）

遠隔教育

宮古島教室における講義風景

（テレビ会議システムでmain campusにも配
信）
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ご静聴有り難うございました。


